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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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ご注意
安全設計に関するお願い

1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤動作する場
合があります。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、人身事故、火災事故、
社会的損害などを生じさせないような安全性を考慮した冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設
計などの安全設計に十分ご留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただくための参考資
料であり、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが所有する知的財産権その他
の権利の実施、使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因
する損害、第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロジは責任を負いません。

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行
時点のものであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変
更することがあります。ルネサス テクノロジ半導体製品のご購入に当たりましては、事前にルネ
サス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス
テクノロジホームページ(http://www.renesas.com)などを通じて公開される情報に常にご注意く
ださい。

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料の記述誤りに
起因する損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその責任を負いません。

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリズムを流用す
る場合は、技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけでなく、システム全体で十
分に評価し、お客様の責任において適用可否を判断してください。ルネサス テクノロジは、適用
可否に対する責任は負いません。

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステム
に用いられることを目的として設計、製造されたものではありません。本資料に記載の製品を運
輸、移動体用、医療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機器あるいはシステムなど、特
殊用途へのご利用をご検討の際には、ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会
ください。

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必要です。

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたらルネサス テク
ノロジ、ルネサス販売または特約店までご照会ください。
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1. エミュレータとユーザシステムとの接続について

1.1 E10Tエミュレータの構成品
H8/3048F-ONE E10Tエミュレータは、H8/3048F-ONE, H8/3029F（特に説明上違いがない場合、以

後MCUと示します）をサポートしています。
表 1.1に、H8/3048F-ONE E10Tエミュレータの構成品を示します。

表 1.1   E10Tエミュレータ(製品型名：HS3048BTCM01H、HS3048BTCI01H)の構成品
分類 品名 構成品外観 数量 備考

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

カードエミュレータ

HS3048BTCM01H

(Model: HS0005TCM02H)

HS3048BTCI01H

(Model: HS0005TCI02H) または

1 HS3048BTCM01H（PCMCIA: 20ピン

タイプ）

縦：85.6 mm、横：54.0 mm、

高さ：5.0 mm、質量：28.0 g

HS3048BTCI01H（PCI: 20ピンタイプ）

縦：122.0 mm、横：96.0 mm、

質量：78.0 g

ユーザインタフェース

ケーブル
1 HS3048BTCM01H（PCMCIA: 20ピン

タイプ）

長さ：80.0 cm、質量：46.0 g

HS3048BTCI01H（PCI: 20ピンタイプ）

長さ：150.0 cm、質量：90.0 g

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

H8/3048F-ONE E10T
エミュレータ

セットアップ

プログラム

H8ファミリ用 E10T

エミュレータ

ユーザーズマニュアル

別冊 H8/3048F-ONE、

H8/3029F接続時の注意事項

1 HS3048BTCM01SR

HS0005TCM01HJ

HS0005TCM01HE

HS3048BTCM01HJ-U2

HS3048BTCM01HE-U2

(CD-Rで提供)
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1.2 E10Tエミュレータとユーザシステムの接続

E10Tエミュレータを接続するためには、ユーザシステム上に、ユーザインタフェースケーブルを
接続するためのコネクタを実装する必要があります。ユーザシステム設計の際、本マニュアルに記載
の接続コネクタとチップ間の推奨回路を参考にしてください。
また、ユーザシステム設計の際には、E10Tエミュレータユーザーズマニュアルおよび関連デバイ

スのハードウェアマニュアルを必ずお読みになってください。

E10Tエミュレータが推奨する E10T接続コネクタを表 1.2に示します。

表 1.2   推奨コネクタ
型名 メーカ 仕様

20ピンコネクタ 7620-6002○○※ 住友スリーエム株式会社 20ピンストレートタイプ

※○○はメッキ仕様を示します

•  ユーザシステムコネクタの2,4,6,8,10,12,14,16ピンはPCB上でしっかりとGNDに接続してくだ
さい。電気的なGNDとして使用する他、E10Tエミュレータがユーザシステムコネクタの接続
を監視するためにも使用しています。ユーザシステムコネクタのピン配置には注意してくださ
い。

図 1.1　20ピンストレートタイプコネクタ使用時のユーザシステム側のユーザインタフェース
ケーブル接続方法

【注】 20ピンタイプコネクタのピンの数え方は E10Aエミュレータと異なりますが、物理的な配置
は同じです。

【留意事項】
　　1.　E10T接続コネクタの周囲 3mm四方に他の部品を実装しないでください。
　　2.　ライタモードとして E10Tをご使用するときも接続方法は同じです。
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1.3 E10T接続コネクタのピン配置

　E10T接続コネクタのピン配置を図1.2に示します。

図 1.2   E10T接続コネクタのピン配置

【注】1. 信号名#：Lowレベルで有効な信号
2. ピン番号 2の Vssは E10Tユーザシステム接続の有無を検出しています。
3. ピン番号 20は Vccとなっていますが、オンボードフラッシュライタ（3rd party品含む）

を使用しないのであれば、N.C.でもかまいません。
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1.4 E10Tの接続例

以下に接続例を示します。

Ω

Ω

図 1.3   E10T の接続例 (モード 7 の例)
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　【留意事項】

１． P91、P93、P95端子は、E10Tエミュレータが占有して使用します。E10TエミュレータとMCU

端子をプルアップした上、結線してください。

W

図 1.4   E10T エミュレータと MCU の接続

２． FWE端子はE10Tエミュレータが強制ブレークコントロールに使用します。E10Tエミュレータ

とMCU端子を直接接続してください。

W

図 1.5   E10T エミュレータと FWE 端子の接続
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３． RES#端子はE10Tエミュレータが使用します。よって、E10Tエミュレータからのリセット入

力が行えるように、以下のような回路を組んでください。

W

図 1.6   リセット回路例

４． MD0～MD2端子はE10Tエミュレータがパワーオンリセット時に使用します。下記例のよう

に、MD0～MD2端子を接続してください。

W

図 1.7   動作モード設定端子回路例

５． VssはMCUのVss端子に、VccはMCUのVcc端子に接続してください。

６． N.C.は何も接続しないでください。

７． Vcc端子への入力電圧は、デバイスの保証範囲です。H8/3048F-ONEは、4.5～5.5V用と3.0

～3.6V用の2種類あります。また、H8/3029Fは3.0～3.6V専用ですので、使用するデバイス

によって入力電圧を合わせてください。
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８． 図1.8にエミュレータ内インタフェース回路を示します。プルアップ抵抗の値などを決定す

るときに参考にしてください。

HD74LV125A

HD74LV125A

HD74LVC244A

Vcc

P95

P93

RES#

P91

FWE

18

19

17

1

9

5

7

15

3

22Ω

10kΩ 2

10kΩ 2

10kΩ 1

10kΩ 3

22Ω

22Ω

22Ω

22Ω

MD1

MD0

22Ω

22Ω

MD222ΩHD74LV125A

図 1.8   エミュレータ内インタフェース回路（参考）
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９． MCUをE10Tエミュレータを接続して使用する場合、以下の端子機能が使用できません。

表 1.3　使用できない端子機能
H8/3048F-ONE,H8/3029F

P91,P93,P95

TXD1,RXD1,SCK1

FWE

IRQ5#

　　　 　 なお、"#"はLowレベルで有効な信号を示します。
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2. E10Tエミュレータソフトウェア仕様

2.1 E10Tエミュレータと各MCU（H8/3048F-ONE、H8/3029F）
の相違点

(1) E10Tエミュレータサポート

表 2.1   動作モード
モード

H8/38048F-ONE 5、6、7

H8/3029F 5、7

(2) E10Tエミュレータは、システム起動時に汎用レジスタやコントロールレジスタの一部を初期
化していますので注意してください（表2.2）。

表 2.2   E10Tエミュレータでのレジスタ初期値
状態 レジスタ名 初期値

E10Tエミュレータ

起動時

(POWER ON)

PC

ER0～ER6

ER7 (SP)

CCR

ベクタアドレステーブル中のリセットベクタ値

不定

（内蔵 ROM有効拡張 16Mバイトモード）
H8/3048F-ONE : H'FFFF10
H8/3029F      : H'FFFF20

（シングルチップアドバンストモード、
H8/3048F-ONE : H'FFF10

（内蔵 ROM有効拡張 1Mバイトモード）
H8/3048F-ONE : H'FFF10
H8/3029F      : H'FFF20

Iマスクは 1、その他は不定

(3) 低消費電力モード
ユーザプログラムブレーク中は、動作を高速に行うため、CPU動作周波数を強制的にシス
テムクロック（φ）にしています。

(4) RES信号
各MCUの RES信号は、GOボタンおよび STEP系ボタンをクリックすることによるエミュ
レーションで有効です。E10Tエミュレータのコマンド待ち状態では、RES信号は各MCU
に入力されません。

【留意事項】

コントロール用入力信号（RES）が”Low”のとき、ユーザプログラムの実行、またはメモリ
アクセスをしないでください。TIMEOUTエラーが発生します。また、ブレーク中に（RES）
が”Low”になると、TIMEOUTエラーが発生します
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(5) システムコントロールレジスタ
E10Tエミュレータでは[IO]ウィンドウから内蔵 I/Oレジスタにアクセスできますが、シス
テムコントロールレジスタに書き込む際には注意が必要です。E10Tエミュレータは、ブレ
ーク時にシステムコントロールレジスタの値を退避して、ユーザプログラム実行時に戻し
ます。したがって、ブレーク中は[IO]ウィンドウでシステムコントロールレジスタの書き換
えは行わないでください。

(6) エミュレーション実行中のメモリアクセス
エミュレーション実行中にメモリの内容を参照、変更する場合、ユーザプログラムを一時
的に停止させています。したがって、リアルタイム性がなくなります。

(7) E10Tエミュレータは、P95/SCK1端子、P93/RxD1端子、P91/TxD1端子、RES端子、FWE端子、
MD2～MD0端子を使用して、MCUと通信を行います。RES端子、MD2～MD0端子を除くこ
れらの信号は使用できません。

(8) MCUの消費電力は数mA上昇します。これは、ユーザシステム電源電圧に通信信号レベルを
合わせるため、ユーザ電源で1個のHD74LV125Aを駆動しているためです。ただし、ユーザ
プログラム実行中はE10Tエミュレータが通信を行わないため、消費電力はほとんど上昇せ
ず、ブレーク中に上昇します。

(9) E10Tエミュレータでは、ユーザプログラムブレーク時にスタックポインタを2ワード分使用
します。したがって、スタックエリアには2ワード分の余裕を確保してください。

(10) リフレッシュコントローラ、DMAコントローラ
E10Tでは、リフレッシュコントローラ、DMAコントローラを使用するユーザプログラム
のデバッグはできません。

(11) リセット処理例外でのMDCRレジスタリード
ユーザプログラムのリセット例外処理で必ずMDCRのリードを行ってください。

(12) リセット機能による内蔵I/Oレジスタの初期化
[GO]-[Reset CPU]、[GO]-[Reset GO]および RESETコマンドでは下記に示す内蔵 I/Oレジス
タは初期化されません。必ず、ユーザプログラムで初期化を行ってください。
　システム制御：SYSCR、MSTCR、DIVCR
　割り込みコントローラ：ISCR、IER、ISR、IPRA、IPRB
　バスコントローラ：ABWCR、ASTCR、WCR、WCER、BRCR、CSCR
　ウォッチドックタイマ：TCSR、TCNT、RSTCSR
　SCIチャネル 1：SMR、BRR、SCR、TDR、SSR、RDR
　フラッシュメモリ：FLMCR1、FLMCR2、EBR、RAMCR
　D/A変換器：DASTCR
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(13) ポート9使用時の留意事項
ポート 9の P91、P93、P95は、E10Tエミュレータが占有します。ユーザプログラムで P9DDR
レジスタライトを行う場合、P9DDRレジスタの P91DDRビット、P93DDRビット、P95DDR
ビットは、下記の設定としてください。
　P91DDR=1
　P93DDR=0
　P95DDR=0

2.2 H8/3048F-ONE E10Tエミュレータ機能
【留意事項】

1. デバッグで使用した MCUは製品に使用しないでください。
2. フラッシュメモリの書き換え回数が多くなると、リテンション問題により、数日放置し

ておいた場合、データが消えることがあります。
3. フラッシュメモリの書き換え回数が多くなると、データが消えなくなります。エラーメ

ッセージが表示された場合、新しい MCUと交換してください。

2.2.1 E10Tエミュレータのドライバ選択
表 2.3に、[E10T Driver Details]ダイアログボックスで選択するドライバを示します。

表 2.3   製品型名とドライバ対応表
製品型名 ドライバ

HS3048BTCM01H E10T PC Card Driver 2

HS3048BTCI01H E10T PCI Card Driver 2

2.2.2 Break Condition機能

(1) Break Condition条件

H8/3048F-ONE E10Tエミュレータは、Break Condition 1,2の Break Conditionの条件を設定すること
ができます。表 2.4に Break Conditionの条件の内容を示します。

表 2.4   Break Conditionの条件
項番 ブレーク条件 説明

1 アドレスバス条件 MCUのアドレスバスの値が一致したときにブレークします。

2 データバス条件 MCUのデータバスの値が一致したときにブレークします。

バイト、ワードアクセスのデータサイズを指定できます。

3 リード、ライト条件 リード、ライトサイクルでブレークします。
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表 2.5に[Break condition 1]、[Break condition 2]ダイアログボックスで設定できる条件について示し
ます。

表 2.5   [Break condition 1]、[Break condition 2]ダイアログボックスで設定できる条件
条件

ダイアログボックス アドレスバス条件 データ条件 リード、ライト条件

[Break condition 1]
ダイアログボックス

○ ○ ○

[Break condition 2]
ダイアログボックス

○ X X

[注] ○は、ダイアログボックスのラジオボタンをチェックすることにより、設定できることを表します。

×は、設定できないことを表します。

表 2.6に BREAKCONDITION_SETコマンドで設定できる条件について示します。

表 2.6   BREAKCONDITION_SETコマンドで設定できる条件
条件

チャネル

アドレスバス条件

(オプション<addropt>)

データ条件

(オプション<dataopt>)

リード、ライト条件

(オプション<r/wopt>)

Break condition
チャネル 1

○ ○ ○

Break condition
チャネル 2

○ X X

[注] ○は、BREAKCONDITION_SETコマンドで設定できることを表します。

×は、設定できないことを表します。

(2) Break Condition条件設定時の注意事項

(a) Break Condition 1はGo to cursor、Step In、Step Over、Step Out使用時は無効です。

(b) BREAKPOINTが設定されている命令を実行する際に、Break Condition 1の条件は無効となり
ます。

(c) STEP OVER機能を使用する時は、BREAKPOINTの設定とBreak Condition 1の設定は無効とな
ります。

(d) Break Condition 2、BREAKCONDITION_SETコマンドのアドレスバス条件
Break Condition 2およびBREAKCONDITION_SETコマンドのチャネル2のアドレスバス条件
は、命令のプリフェッチアドレスに対してのみ成立します。命令プリフェッチアドレス以外
のアドレスバス値に対しては成立しません。
Break Condition 1またはBREAKCONDITION_SETコマンドのチャネル1を使用してください。
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2.2.3 [Breakpoint]ダイアログボックス設定時の注意事項

(1) 指定アドレスが奇数の時は、偶数に切り捨てます。

(2) BREAKPOINTは命令を置き換えることにより実現するので、フラッシュメモリ/RAM領域に
だけ設定できます。ただし、次に示すアドレスには指定できません。

•  フラッシュメモリ/RAM以外の領域
•  Break Condition 1が成立する命令

(3) ステップを実行している間は、BREAKPOINTは無効です。

(4) BREAKPOINTが設定されている命令を実行する際、実行を開始した直後のみBreak Condition
1は無効です。したがって、実行を開始した直後にBreak Condition 1の条件が成立してもブレ
ークしません。

(5) BREAKPOINTで停止後、再度そのアドレスから実行を再開した場合、1度そのアドレスをシ
ングルステップにより実行してから実行を継続するので、リアルタイム性はなくなります。

(6) STEP OVER機能を使用する時は、BREAKPOINTの設定とBreak Condition 1の設定は無効とな
ります。

2.2.4 トレース機能
H8/3048F-ONE E10Tエミュレータのトレース機能では、MCUに内蔵されている分岐命令トレース

機能を使用しています。分岐元アドレスとニーモニック、オペランドを表示し、リアルタイムにトレ
ース取得できます。
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